
平成21年度「起業基礎」実践報告
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秋口の起業風景は本校の風物詩として定着した!惑がある。今年度の若き起業家たちは、 IT技術を駆使

した尚品や、環境保護を意図した尚品、それに、情報という付加価値を付けた尚1171を扱うなど、時代を

反映させた起業活動を展開して見せてくれた。 I~自発当初、起業することそのものに戸感いを覚えた我々

指導する側も、今では『起業基礎』という科目に時代や環境に翻弄されない普遍的な価値を見い出すよ

うになってきた。この 1年間の実践を娠り返り、どれだけの成果をあげることができたのかを検証する

と共に、目をそらしてはいけない課題を報告し、今後のあり方を考察する。

キーワード:起業家精神(アントレプレナーシップ)

1 .はじめに

平成21年3月に公示された高等学校学習指導要領では

「総合的な学習の時間」は総則から独立し Iつの章とし

て取り扱われることになった。高校では廃止になるので

はとの噂もあった総合学習であるが、次期学宵指導要領

では章扱いされるほどに後押しされる存在になった。学

習指導要領の文面を見る限り、ゆとり、生きる力重視と

いわれた現行学習指導要領をしっかり受け継ぐものとな

っている。

現行学習指導要領より一足早く誕生した総合学科であ

るが、生きる力重視教育路線で生まれた学科である。そ

の中核の科目である「産業社会と人間」を補完する意味

で、本校では 1年次に「産業理解」、 2年次に「起業基

礎Jを学校指定必履修科目として設定している。

特に「起業基礎」では学ぶこと、働くこと、生きるこ

との3つの距離が縮まり有機的につながることを目的と

している。この「起業基礎」という授業を通して、学校

での学びが将来の自分の生活とどのような関係があるか

を知り、そして今をどのように生きなければならないか

を考えてほしいとの願いが教員側にある。この I年の活

動を振り返りどこまでこの目的が達成できたか振り返っ

てみたい。

2. r起業基礎J開発の経緯と課題

本校は、従来の教科を越えた合科的科目の開発、特別

講座「アカデメイア」などに取り組んできた。また、平

成 15年度から 3年間にわたり文部科学省指定の研究開

発学校として、筑波大学システム情報工学研究科教員お

キャリア教育 7つの力 自主性

よび大学院生と連携しながら「大学との連携による高等

学校における起業・ベンチャープログラムの開発」の課

題のもと、新科目 f起業基礎Jの開発に取り組んだ。

これらの取り組みを通じ、教科ごとに分断されがちな

知識や技術などを統合し、生徒の問題発見・問題解決・

アイデアの具現化などの力を養いたいと考えた。特に

「起業基礎j では、単なるビジネスプランにとどめず、

生徒自らが事業を計画し、実際に起業活動に取り組む中

で、いわゆるアントレプレナーシップ(起業家精神)が

緬養されることを期待しつつ指導してきた。

平成15年度は、開発科目「起業基礎Jの試行授業とじ

て、 「起業基礎ガイダンス」、 「筑坂マーケットJ r経

営ゲームJなど、単発的な試行を行い、 16年度は経済産

業省のプログラム「コーポレートチャレンジプロジェク

ト」を取り入れるなどして実施した。

平成17年度(完成年度)は、アントレプレナーシップを

r 7つの力」からなるものと操作的に定義し、それを意

識させながら、文化祭でのクラス企画を実施させた。こ

の際生徒の主体性を前面に出させるいっぽう、 4回にわ

たるヒアリングを行うことで、活動のチェックを行った。

また、資金計画を重視し、収支報告のチェック等もおこ

なった。以後年度ごとに様々な取り組みをしているが、

基本的な形はこの平成17年度のものを継承している。

参考文献:筑波大学附属坂戸高等学校研究紀要 第43集

3. 今年度の取り組み

( 1 )基本的な考え方~キャリア教育の観点と「産社」

「産理』との繋がりを踏まえて~

キャリア教育という言葉が初めて文科省関係の文書に
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現れたのは、平成11年12月の中高教育審議会答申「初

等中等教育と高等教育との接続の改善についてJにおい

てである。この中で、キャリア教育は「望ましい職業観

・勤労観を身につけさせ、将来の進路や職業を長期的に

展望させ、自己の個性を理解した上で主体的に進路を選

択する能力や態度を育てる教育j と表現されていた。

本校では教科「産業」の中に、 「産業社会と人間J r産

業理解起業基礎」を置いている。キャリア教育は学

校教育全体を通して行うべきものであるが、そのlやでも

教科「産業」は本校のキャリア教育の中枢を担う科目と

なっている。

教科「産業j の目標は「産業に関する基礎的・基本的

な理解や関心を高めさせ、産業と人間の関わりや、社会

生活において産業が果たしている役割について広い視野

を持って理解させるとともに、自らの体験を通して嫌々

な問題に対処する力や、新たに創造する力を育てること

により、望ましい勤労観や職業観を育成する」である。

この目標を受けて「産業社会と人間」では、様々な体験

的学習を通して自分を見つめさせ、将来について考えさ

せた上で本校における履修計画を作成させている。また

「産業理解」では、産業や社会全般についての見識を

深めることを主眼に置きつつ、産業社会の中で生きる自

分の将来を展望させることを目指している。そして「起

業基礎」では、激しく変化する産業社会や自らの生活を

見つめて問題や部員組を発見し、その解決を図るべく社会

益を意図した「ものやサービスの提供Jを考案するとい

う活動を過して起業家精神I(アントレプレナーシップ)

を育成することを目指している。

ここで特に確認しておきたいのは、 「起業基礎」で目

指しているのは、 (起業家教育)ではなく、 (起業家精

神を育む教育)だということである。確かに各種調査結

果を見ると、我が図は他I'IDに比べ起業に対する志向も、

起業家に対する尊敬の念も高いとは言えず、 (起業家教

育)を推進するべきという考え方もあるが、 「起業基礎J

で目指しているのはキャリア教育の観点で言う起業家精

神の育成である。日々の生活の中から問題点を発見し、

その解決を図るべく考え、アイディアを具現化するため

に表現し、困難を乗り越えて行動する力、そうした起業

家精神は起業家にならずとも必要な力である。時代や環

境に翻弄されるのではなく、主体的に各個人の生涯をプ

ロジュースしようとする態度こそが、日々の学習や生活

に対する意欲を喚起するものと考える。例えば、大学に

進学するにしても、研究に取り組む際、起業家精神は活

かされよう。例えば、企業に就職するにしても、チーム

を組んで、仕事をする際、起業家精神は活かされよう。本

校は女子の比率が高いが、例えば、主婦として生活する

にしても、家計を構想する際、あるいは子育てに勤しむ

際、起業家精神は活かされよう。

学習指導とキャリア教育は、総合学科にとってどちら

も欠けではならない両輪であると言える。

さて、実際の授業には体験的学習形式を採用している。

起業に必要な資金を調達するために銀行で審査を受け、

審査に通ると実際に融資が受けられ、起業活動が実現す

るという仕組みである。つまり、社会と同じような仕組

みを経て、直接現金を渡して活動させている。この時、

教員は銀行員や法務局の職員の立場で、起業を志す生徒

たちと接することになる。このようにして一定の緊張関

係を維持することで、社会の厳しさを知らせようとして

いるのである。

各企業の企画内容に求めるものは、今までにないアイ

ディアであること、社会益があること、お客様が満足す

ること、継続可能であること、採算性があることの 5点

である。

そして、我々が示す起業の条件は至ってシンプルであ

る。まず、融資金額については上限も目安も提示しな

い。グループ構成についても何の条件も設けない。活動

場所の示唆もしない。つまり、ーから自分たちで考え決

定しなければならない、そういう状況に追い込むのであ

る。また、審査時間は『起業基礎』の授業内にシビアに

限定されるし、学校の施設を使用するときは、すべて有

料となる。自己資金の持ち出しを禁じ、食品取り扱い企

業には社員全員に食品取り扱い企業のための衛生講習会

を受講する義務を負わせる。

こうした一連の起業活動を通して、生徒には 7つの力

(問題発見力、アイディア力、企画力、実行力、情報

力、チームワーク力、プレゼンテーション力)を身に付

けられるように意識させるのである。

( 2 )今年度の指導体制

今年度も例年通り、 2年次担任団を中心に合計 9名で

起業基礎委員会を構成し、段業を運営した。授業内容や

出張等で入手が足りないときは、急速応援を頼むことも

あった。

(3) r学習の流れ」の概要

1年間の学習の概要は以下の通りである。
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11 ~W1 1 
①授業のガイダンス

「起業基礎」の目標を知る

• 1年間の学習の流れを知る

.評価の方法を知る

②起業の構想、を練る

・個人で起業するためのアイディアを考える

.個人アイデア集を参考にグループを組む

・グループで起業の企画を練る

③起業の構想を発表する

-起業活動構想発表会においてパワーポイントを使用

して発表する

-お互いの発表を見て、意見を交換する

・グループで企画を再考する

-起業活動構想ポスターセッションで発表する

巨亙
④起業家講話を聞く

⑤ビジネスコンペに応募する

⑥起業活動に取り組む

-企画書等必要書類を整える

.法務局で企業登録をする

-起業基礎銀行融資予備審査を受ける

.起業基礎銀行本審査を受ける

-資金融資を受ける

.起業活動を行う

E至極
⑦起業活動の報告を行う

・起業活動報告書・会計報告書を作成する

.起業活動報告会で発表する

⑧「起業基礎Jの振り返りとまとめを行う

(4 )個人でアイディアを出させるための導きに関する

実践

個人で起業のアイディアを出させる段階において、こ

れまでトレーディング・ゲームやKJ法といった発想法

を取り入れたことがあった。しかし、今年度はそれらを

取り入れずに、生徒の思考を刺激する呼び水となる質問

を投げかけて、アイディアを出させることにした。ブレ

イン・ストーミングに似た手法と言ってもいいかもしれ

ないが、これを各個人に行わせた。

始めに、呼び水となる質問の提示と共に、その答えと

なる事項を利用した起業の実例を示すプレゼンテーショ

ンを教員が行った。そうして、起業に至る考え方の道筋

を示し、起業の具体例を提示した後、生徒にワークシー

トを配りアイディアを出させてみた。

呼び水となる質問とその答えとなる起業の例は以下の

通りである。

①人を喜ばせることができる自分の得意なことは何だろ

つ。

例:美味しいマラサダで有名な応

②生活の中で、困っていること、不便なことは何だろう。

例:共稼ぎの親の家庭を支えるファミリー・サポ

ート・システム

③生活の中であったらいいなと思うものは何だろう。

例:知らない場所へと導くナビゲーション・シス

テム

④社会の問題点は何だろう。

伊IJ:踏むだけで発電する発電床

⑤自分が好きなこと、興味のあることは何だろう。

例:本屋とコーヒーが好き、両方を合体させたブ

ックス・カフェ

( 5)グルーピングの実践

個人で考えたアイディアのうち、 「起業基礎」の授業

で使えそうなものを一人ひとつずつ選択させ、文章化さ

せ、一覧表にまとめたものを事前に配布した。生徒たち

はそれに目を通した上でグループ分けに臨んだ。

その際の条件として以下のものを掲げた。

-クラス混合可

・男女混合可

-複数が望ましい

その結果、 27グループに分かれ、 27社が誕生した。

(6)グループ(企業)ごとに企画を練る活動

各社に企画書の枠を渡し、企画を練らせた。一通りま

とまったところで学年全体を 4つに分けて、パワー・ポ

イントを使ってプレゼンテーションを行わせた。互いの

発表に対して意見を交換させ、それを各社にフィードパ

ックし、企画を再考するヒントとした。さらに企画を練

り直させた後、今度は最終構想発表会として、校舎の回

り廊下を会場に利用して、ポスターセッションを実施し

た。この一連の取り組みの中で、生徒は2度のプレゼン

テーションを経験した。

出てきた企画を見ると、時代を反映してか、環境改善

に寄与する商品、 1 T技術を駆使した商品、情報を与え

る商品が目立った。環境改善に寄与する商品の例として

は、割り箸の無駄な消費を防ぐことを目的とした『エコ

マイお箸』の販売や、豆腐応で廃棄処分になるおからを

qδ 



使った『おからマフィン』の販売などが見られた。 1T 

技術を駆使した商品の例としては、 『本校紹介CDR~

の販売や、携帯電話からアクセスできる『学生回線の商

品評価サイト』の運営などが見られた。情報を与える商

品の例としては、本校の昼食販売を委託されている業者

に対して、本校生徒の好みに関するアンケート結果を提

供し、共同して商品を開発する『コラポ商品』の開発な

どが見られた。このことから、生徒は広く現代の産業社

会を視野に入れて課題を探し、商品を企画したことこと

が伺える。また、 l年次で履修した『産業理解』での学

習内容が影響していることも考えられる。まずまずの結

果が得られたと言えよう。

回り廊下でポスターセッション l

回り廊下でポスターセッション 2

(7)起業京購倍、ビジネス・コンペ参加

2学期最初の授業は、本校で「起業基礎j に取り組み

始めて以来継続してお呼びしている「商い研究所」の吉

田雅紀氏による講演会で幕を開けた。続いて氏が深く関

与されているビジネス・コンペ、アンダー 22部門に全

社とも応募させ、その結果、 2社が応募総数 200超の

中から見事セミファイナリストに選出された。

起業家講話 l

起業家講話2

(8)食品犠り鍛い企業のための鱗欝金並びに筆記鼠験

食品販売の起業を許可する条件として、一般社会で行

われている知事の指定した講習会と同様の講習を実施す

ると共に、校内で独自に行う f食品衛生責任者』資格試

験の全員合格を課すことになった。即ち起業登録の際の

必要書類には{食品衛生責任者試験合格証}が必要にな

るということである。今年度の起業基礎の指導体制とな

る担任屈の意向は、安易な食品販売の起業を抑止するこ

とと、食品を扱う団体はその全員が食品衛生の知識を有

していることが必須条件であるとしたためである。本講

習と試験は家庭科で食物を担当している教員が担当した

が、 “食品を扱う"ことと“衛生知識"とを直結させる

という意識の希薄な生徒にまで課すには大きな課題であ

ることを認識した。

「埼玉県食品衛生責任者資格者養成講習会テキストJ

によると、食品衛生・衛生法規・公衆衛生の知識が必要

とのことであるが、講習会と筆記試験においては食品衛

生分野のみとし、代わりに食品衛生上の観点から幅広い

範囲で問題を出題することとして、テキストも試験も独

自に担当者が作成した。対象生徒は6企業のメンバー 3

5名となった。
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《講習会と試験の自程》

9/29 食品衛生寅任者講習会 (90分程度)

VTRを用いながら、食中毒発生のメカニズ

ムと衛生管理について講義

10/6 第 l侶食品衛生責任者」資絡試験実施(15

分間)

合計80関でOxでの回答とし、換算点70点

を合格ラインとした。

23名合格(合格者65%)全員合格者のある

企業はなし

1 0/2 0 r第2回食品衛生責任者J資格試験。 20名受

験、 7名合格 (39%)

l社が全員合格を果たし、合格証を授与した

10/27 r第3回食品衛生責任者」資格試験。 12名受

験、 5名合格 (42%)

2社に合格証授与

1 1/1 0 r第4回食品衛生責任者J資格試験。 6名受

験、 2名合格 (33%)

全員合格者のある企業はなし

1 1/1 7 r第5回食品衛生糞任者」資格試験。 5名受

験、 4名合格 (80%)

2社に合接証授与

1 2/1 第 6回食品衛生責任者j 資格試験。最終の

1名が合格。合格証授与

全員が合格した後も各種手続きの必要性から、指定期

間までに起業活動まで進めた企業は 3社で、最終では第

5回 (11/17実施)のテストに合格した企業までで

あった。

食品取り扱い起業のための講習会 1

食品取り扱い起業のための講習会2

(9)起業活動

起業活動は例年通りの手願で行われたが、今年度は世

界的な新型インフルエンザ流行のため、起業活動にとっ

て最も大切な 10丹、 1 1月に学年閉鎖や学校関鎖が相

次ぎ、予定の変更を余儀なくされた。つぶれた分を後に

延ばす形で時間を確保し、最終的には 27社中、 1 2社

が起業活動の実施に至った。資料の「企業一覧j と「起

業活動を実施した企業一覧Jを参照されたい。

入試説明会会場で宣伝活動を行う

入試説明会で起業活動・ CDR販売

zυ 



( 10)失敗する経験の重要性と今後への生かし方

今回の活動について、綴々な事例があったが失敗する

ことにより学ぶことは多い。様々なアイデアをもとに起

業に結びつけていくことを目標としているが、残念なが

ら起業に至らなかった場合も多い。その際、起業に至ら

なかった原因等の分析を行い、今後に備えることが大切

である。すんなり成功するよりも失敗したほうが良い場

合もある。

一般的に社会においては、成功体験よりも失敗体験の

ほうが、はるかに多いように忠われる。失敗をすること

により、もがき苦しみ、なにかを掴み取ることは大きい。

その中で分析を行い、成功へと導くことが大切である。

吉田氏は失敗して、仮に借金があっても授業料と思えば

良いという表現があった。まさに吉田氏の嫌々な経験を

通して、実感したことがあると予想されることである。

起業に至らなかった場合を失敗とするとそこから多くの

事を学び、今後の糧としてほしいものである。

4. 2009年(平成21年)の経済状況

08年9月に発生したリーマンショック以降、金融不安

は世界の実体経済に波及している。一部の新興国では回

復傾向が見られるものの、世界経済は依然不況に苦しん

でいる。

米国の経済繁栄の象徴だ、ったピック 3のうち、クライ

スラーとGMは相次いで破綻した。前者は09年4月にイ

タリア大手フィアットの傘下に入り、後者は同年 6月に

米国政府の実質国有化となり、それぞれ再建を目指して

いる。一方、わが国でも経営危機に陥った日本航空が企

業再生支援機構に支援を要請しているが、 09年 12月

現在、再生の目処は立っていない。

また、欧州系銀行の巨額損失懸念などを背景に、投資

家が比較的安全な円に資金を避難させ、 1 1月には 1ド

ル=84円台まで円高が進行した。欧米の消費低迷によ

る輸出減と円高のダブルパンチで製品輸出に依存する多

くの日本企業の業績は悪化した。

企業による減産は、人材削減や賃下げにつながり、さ

らには国内消費の冷え込みにいたった。こういった悪循

環から、 1-----3月期の実質国内総生産は前期比 1l. 9 

%減(年率換算の確報値)と戦後 2番目の落ち込みを記

録した。

国内では40兆円規模の需要不足が生じ、 8月の消費者

物価指数は前年同月比 2.4%減と過去最大の下落幅を示
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した。政府は11月、 3年 5ヵ月ぶりのデフレ宣言をし、

日本経済はいまだ景気回復のきっかけをつかめないまま

でいる。

一方で雇用の改善は進まず、失業率は 7月に過去最悪

の5.7%を記録し、有効求人倍率も 0.42倍と過去最低と

なった。 09年 9月末時点での、 10年 3月卒業予定の高

校生の就職内定者数は 6万6千人で、前年同期比32.7%

減となっており、高校生に対する求人数は 15万6千人

で、前年同期に比べ46.7%減少している。

終身雇用・年功序列といった日本的経営システムは過

去のものとなり、現下の厳しい経済状況の中、自らのキ

ャリアを構築する新しい「学び」が求められている。

5. 評価方法について

今年度「起業基礎J成績評価については下記の通りで

ある。

((1学期》

①全体ガイダンス・アイデア企画 20% 

②企画プレゼン 20% 

③ヒヤリング(第1回目4/28、第2回目6/23) 20% 

④各授業でのワークシート評価 20% 

⑤ 1学期の振り返りシート(記述式) 20% 

(( 2学期》

①授業の記録(社会人講話) 20% 

②起業活動状況 20% 

③ヒヤリング(第3回目 11/17) 20% 

④各授業でのワークシート評価 20% 

⑤2学期の振り返りシート(記述式) 20% 

(( 3学期》

①事業報告書の提出 20% 

②事業報告会の評価 20% 

③ヒヤリング(第4回目2/16) 20% 

④各授業でのワークシート評価 20% 

⑤3学期の振り返りシート(記述式) 20% 

6. アンケート調査の結果と考察

( 1 )調査目的

「起業基礎Jの授業では、問題解決型のプロジェクト

学習を通じ、経産省が提唱する「社会人基礎力J (アク

ション・チームワーク・シンキング)の向上を目指して

開発された。本校では開発当初から、学習を通して生徒

に身につけさせたい r7つの力」を学習目標に据えて学

習プログラムを展開している。今年度は 1学期・ 2学期

末に実施した「ふりかえりアンケート」から生徒の意識

変容を調査分析し、おこなってきた学習活動を評価した

。
、‘」可'lv 

【起業基礎で育てたい r7つの力J] (r起業基礎イント

ロダクション」より2009.4.]4) 

1.問題発見力(社会のニーズを見つける力)

2. アイデア力(発見した問題を解決するアイデアを考え

る力)

3. 企画力(アイデアを具体化し、実現に向け試行錯誤す

る力)

4. 実行力(立てた計画に沿って、きちんと実行していく力)

5 情報力(必要な情報を集め、活用し、発信する力)

6 チームワーク力(他者の考えを理解し、協力していく力)

7 プレゼンテーション力(自分の考えをわかりやすく人

に伝える力)

(2 )鯛査結果

a.鯛査方法

ふりかえりアンケート (4段階評価・ 16項目・記名提

/:!:D 

第 1回 6月23日 実施(1学期最後の授業日)

回収率:118/159 74.2% 

第2回 11月 17日 実施 (2学期最後の授業日)

回収率:149/159 93.7% 

b.嗣査項目

4段階の評価を集計上「肯定回答否定回答Jに統

括した。

r 4 Jとてもよくあてはまる・ r 3 Jややあてはまる

・・・・・・肯定回答

r 2 Jあまりあてはまらない・ r 1 Jまったくあては

まらない・・・否定回答

C. 集計結果

全体の集計結果は以下の[表 1]のとおりとなった。

6月と 11月の生徒の自己評価を比較して、特に肯定率

が 5%以上向上したのは次の項目である。

2 )自分から積極的にアイディアを出すことができ

た。(アイデア力〕

3 )利益が出る企画を考えることができた。(企画

力〕

8)起業のためのアイディアを思いつくことができ

た。(アイデア力〕

13) これまで考えなかった社会の抱える課題を意識

化することができた。(問題発見力〕

一方、肯定率が 5%程度減少した項目は次のとおり。
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7 )起業に必要な具体的な情報を集めることができた。(情報力〕

11)消費者の実態をつかむことができた。(問題発見力〕

[表 r7つの力」に関する自己評価について(肯定・否定率の変容)) 

太字:肯定率が5%以上向上した項目 HJが・符定率が減少した瓜白

1 )社会の問題やニーズに対して関心をもった。

2 )臼分から積極的にアイディアを出すことができた。

3 )利孤が1:11る企画を考えることができた。

4 )グループの中でリーダーシップを発揮できた。

5 )自分の考えをわかりやすく人に伝えられた。

6)起業基礎以外の授業で、も、社会ではどのようなことが問題となっ

ているのかが考えられるようになった。

7 )起業に必要な具体的な情報を集めることができた。

8)起業のためのアイディアを思いつくことができた。

9) グループの中での自分の役割を見つけられた。

10)社会の抱える課題を企画につなげられるようになった。

11)消費者の実態をつかむことができた。

12) 自分の考えを筋道立ててまとめられるようになった。

13) これまで考えなかった社会の抱える課題を意識化することができた。

14)起業基礎の授業は自分の役に立った。

15)採算性のとれる企画を考えられた。

16)将来の職業観についての自分なりの考えをもつようになった。

(71.4%) 

調査時期

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

肯定率

否定率

6月 11月

91f/f: 92~字

7~存 (5'% 

82% 89% 

18% 11% 

70% 77% 

30% 23% 

48% 52% 

52% 48% 

75% 77% 

25% 23% 

79% 81% 

21% 19% 

8‘ 1~答 78% 

/7% 22% 

82% 88% 

18% 12% 

89% 90% 

11% 10% 

61% 61% 

39% 39% 

62% 58% 

38~答 42% 

73% 76% 

27% 24% 

70% 75% 

30% 25% 

87% 8.ず影

/3% 1.デ%

72% 72% 

28% 28% 

78% 79% 

22% 21% 

6月は「アイデアを練るJ段階であり、 11月にはそれ

を「具現化する」段階へ引き上げる作業が求められたた

め、社会を見つめながらアイデアは出せたがそこから企

画を実行する段階で多くの生徒が苦戦したと思われる。

@肯定率が大きく上昇した項目

d. 起業活動に成功した生徒の自己評価特徴

一方、 1 1月の融資審査に合格し、 1 2月に起業活動

を実現で、きた会社の生徒を抽出して同じ項目の変容を調

査すると、全体に比較して異なる結果が現れた。

〔表 2:企業活動を実現させた生徒たちを抽出した自己

評価の変容〕

回収率:6月・ 11月ともに 12社、 45名/63名中

5 )自分の考えをわかりやすく人

に伝えられた。 [プレゼンテーションjJ)

たと生徒たちが感じていると思われる。

6)起業基礎以外の授業でも、社

会ではどのようなことが問題と

堕到 なっているのかが考えられるよ

うになった。(問題発見力〕
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10)社会の抱える課題を企画につ

なげられるようになった。(問

題発見力)

項目6・10に共通する〔問題発見力〕の自己評価向上

は、社会のニーズを理解し、アイデア(企画)につなげ

ていく作業をおこなって起業活動を実現させたことに影

響していると考えられる。

@肯定率が減少した項目

12) 自分の考えを筋道立ててまと

められるようになった。(プレゼ

ンテーション力〕

項目 5の大幅な上昇と矛盾するかのようだが、 「筋道立

てて(論理性)が大きな鍵であるようだ。プレゼンテー

ションによって法務局登録や融資審査に合格はしたもの

の、自分たちの課題が論理性の構築にある点を見いだし

ているのだろう。

16)将来の職業観についての自分

なりの考えをもつようになった。

起業活動に成功した生徒たちは、

けたと思われるが、起業家たちの苦労をリアルに体験す

ることによって、自分の適性や希望を改めて考え直す契

機となったのではないだろうか。

e.特に顕著な傾向の見られる生徒の自己評偏につい

て(ケーススタディ)

生徒が記入した「ふりかえりアンケート」の分析とと

もに、記述式の「ふりかえりシート」から、自己評価変

容の背景について分析をこころみる。以下の4件は、自

己評価16項目の平均ポイントが特徴的な生徒の記述した

内容を取り上げる。(以下、 r J内は生徒の記述から

引用)

0肯定傾向が強化されたケース (N.Sさんの場合 6月

の平均3.88→11月4.00)

N.Sさんはエコの観点からエコ箸の販売を計画した。

「昨年から楽しみにしていた授業Jと述べているとおり、

授業に対するモチベーションは高く、社員 8人のグルー

プを組織して社長(代表者)となり、事業を推進してき

た。 1学期末の記述には、 「収益よりも、消費者の意識

の変化を追究する社会益の重視といったコンセプトを設

定J とあり、地球環境への配慮を重視した社会貢献型の

事業展開を計画していたようだ。

しかし、 2学期に入って実際の活動(法務局での企業

登録に向けた企画書・資金計画書作成など)を行うなか

で、 「社会益追究j よりも「起業活動実現」を優先しな

いと前に進まないことを自覚し、現実路線へ方針転換を

はかるようになる。社員聞の連絡にはメールやノート回

覧を活用し、作業効率の面で成果を出していることが記

述からも伺える。また、マーケティングについても、今

年度のルール「アンケート調査は 1社につき 1クラス

(40名)までJでは本校生徒の全体傾向がつかめないと

の判断から、 8名の社員が分担して全クラスへ閲き取り

調査を行い、周到な市場調査を実施している。その一方

で、企画については「オリジナリティ(付加価値)の追

求」に苦戦しており、筑波大学学生支援団体「紫峰会J

へ連絡をとって、オリジナルプランド商品の戦略などに

ついても相談しているようだが、コストの壁に苦戦して

融資審査も一度は不合格になったことが記述から伺える。

様々な苦労の末、起業活動が実現し、本校の入試説明

会でも中学生とその保護者を対象に完売を果たすなど、

大きな苦労と成功体験がN.Sさんの自信につながり、も

ともと高かった自己評価の肯定がより強化された考えら

れる。

0否定傾向から肯定へ大きく変化したケース (Y.Mさ

んの場合 6月の平均2.38→11月3.31)

Y.Mさんは(1 )で紹介したN.Sさんと同じ会社でエ

コ箸の販売をおこなった。 1学期末の記述を見ると、 「今

までは全然起業に興味がなくて」という状況からのスタ

ートであった。 r自分は簿記を授業でやっているから、

わりと話はわかったJと述べるものの、 「実際に自分た

ちが仕入れたりしてそれを販売する、とかを考えるとな

かなか難しくて」とあり、 「起業基礎Jの授業に対する

困難を述べている。そのため 1学期末の自己評価平均は

2.38と全体平均3.07から大きく下回る結果となってい

た。

2学期末(11月)の自己評価では、肯定的評価が大き

く伸び、平均3.31となった。 r全員で輸になって意見が

言える状態になっていたJ rプレゼンテーションソフト

を使って、 1人少なくとも 1ページは発表したので、結

果は不合格だったけど自分たちで、思っていること、考え

ていることは、全て言えた。足りないところも知る、わ

かることができた。 Jと述べているように、社長のNS

さんのリーダーシップと実行力に引き上げらる形で、 8

名の社員が協働体制を取ることができ、達成感をもって

起業活動を実現できたと考えられる。チームワークのプ

ラスの効果がはっきり現れたケースと言えるだろう。
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0肯定傾向から否定へ大きく変化したケース (K.Mさ

んの場合 6月の平均3.63→11月3.00)

KMさんは、多機能クリアファイルの販売をおこなう

会社の企画担当だ、った。 1学期末 (6月)の記述には、

「会社名は私が考えたデザインは私が考えることに

なった自分の役職に責任を持って働こうと思う j な

ど、意欲的な記述が呂立つ。総合学科の本校では選択科

百数が個人によって異なり、授業のプリント類などを自

己管理することが重要だというこーズを掘り出し、イン

デックス型多機能ファイルにオリジナルデザインの付加

価値をつけて販売することを提案している。 2学期に入

り、ビジネスプランコンペへの応募などを通し、自分た

ちの企画の「不十分であること」がわかり、企業活動の

手順についても「手の込んだ大変な作業」であることに

篤いている。全員で 6名の会社であるが、 「社員の内で

の目標にばらつきがあり仕事の進むスピードにそれ

ぞれに違いがあり j r仕事の進み具合についての経過報

告が少し不十分」であったと述べている。また、 2学期

に一番学んだことは「讃任力」すなわち「分担された仕

事を〆切までにしっかりこなすことの重要さj と述べて

いる。これらの記述から推測すると、 I学期に順調だ、っ

た企画立案が、 2学期に入って社員全体で進める作業の

段階において、情報や目標の共有にストレスがあったた

めに、自己評価の低下を招いたと考えられる。

0否定傾向が強化されたケース (Y.Sさんの場合 6月

の平均2.63→11月2.19)

Y.Sさんは最終的に法務局登録までこぎつけることが

できなかった。その背景には、グループ内での衝突・分

裂があったようだ。 1学期末 (6月)の記述からも「ア

イデアは出たがそのアイデアを人に伝える力が不足して

いたコミュニケーション力でも上手に意図が伝えら

れなかったため問題があった」など、当初からコミュニ

ケーション力の不足を不安視していることが伺える。 2

学期に入り、企画の実現化に向けたところで活動が停止

してしまい、今のグループに残るか独立すべきか 2ヵ月

近く迷っていたようである。最終的に11月上旬になって

独立を決めたが、既に時間が無い状態となっていた。こ

の失敗について本人は「問題は分かっていたがそれを言

い出すことができなかった前のグループの人とは何

度か意見が衝突したが、結果、あまり良い方向へ動かす

ことができなかったJ r考えた事としてもっと自分は活

動的になるべきだと思ったJなど述べており、コミュニ

ケーション力の不足について本人も自覚しているものの、

不足を補う手立てを考えられずに 2学期末を迎えてしま

ったことが、自己評価からも記述からも伺える。

(3)結果分析と今後の課題

プラン(計画・案)を実現させる、という部分が本稿

の 「起業基礎Jの特徴であるが、企業の実現化に向けた

チームワークとコミュニケーションは我々教員が患って

いる以上に生徒相互の人間関係や自己評価に大きく影響

していることが今回の調査から浮き彫りとなった。起業

活動の実現に成功した生徒・失敗した生徒それぞ、えがい

ろいろな形で学びを経験できたと思う。 3年次の「卒業

研究Jでは、個人ベースの研究が中心となるが、外部と

の連携協力や情報収集など、起業基礎での経験を大いに

活かして欲しいと感じる。今後の諜題として、起業活動

を実現できなかった生徒へのケアや目的意識の維持が挙

げられるだろう。

7. おわりに

学校で学習していることがどのように社会と結びつい

ているかを体験的に学び、働くことへの主体的な意味づ

けを行っていくことがキャリア教育の目的であろう。こ

の目的のうち起業基礎はアントレプレナーシップを育成

することを主眼においた科目である。これまでの考察を

通して生徒の行動の変容状況が明らかになり、期待通り

の変化が見られたものやそうでなかったものがあったが

今後の指導の参考にしていきたい。

卒業までに進学先や就職先を決定するだけの従来の進

路指導(キャリア教育)を捨てて、平成15年から本校の

キャリア教育は「産業社会と人間j r産業理解J r起業

基礎Jの3つの科目を通し、計6単位の時間で系統的に

実施するものに変わった。生徒のキャリア意識が変わる

など教育効果は見られるが、週30時間という限りある授

業時間の中で効率よいやり方が他にないものかと現在の

指導方法を疑問視する教員がいるのも事実である。新学

習指導要領が告示され、本校では教育課程変更作業に入

っているが、本校のキャリア教育の枠組みが大きく変わ

ることがあるかもしれない。
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H21年度f産量豊建造基礎J掲噂計麗

国繍
z弘p銀7桝つ九F行環屯の舗カ『圃も自虚帥民をす禽毛務務aる・用岬辛季にカtつ3湾学由3⑤け.酌悶害術るを噛出a品こ組鐙滋とカ玄を〈え鍾dA尽事た的事臨主と私帥昨す、よm情る報sにお.二を随酎即集す拍智仇る帥体蝿即活s鉛.劃用2段的しtか一鼎俗つ晴実醐信鶴附す耳おる刷叫詰カ三3学開叩⑥.酎m楚チをHー遇ム宮問し…」雪ヲ『f定間1鴇ク堺カら叫の晴f乱他舞噌者唱管FmF戸期g虞蝿，え.目をI岬 紙 唱 却 調U腕づしし吋叫J也J具附叫カS体枇附しJて化師m閣いすH官くる砧叫カ詑拙出》と⑦野も“ブtに叫礼レ議4包叫dン..吋テ事恵マ中-型縛軍b宍神匂ン酷認ヵ《可画¥川3.帥Sの.向1脅陪1え湾を剛畑相問予i晴ニ据に取わ脱切噛蜘か姐枇りむや.阻却す底吋〈帥1i!叩め説て銭.え獲仕…る量カ、岨主3敏の

No.1 }I! B 単元 恩釣 学習内際 使用歓.. 犠理母

I 
ト一一司 14 金体ガイダンス 起..磁の全体像を知る 料自の位稼づけ・起耳障稼精神1こっL、で学ぶ 多翻約 綾織への動自由付けを行う

2 
トー咽

3 費量窓ガイダンス 領軍駐のiJ{れを知る 起重量までの流れを知る 華字書自量tlll-産量織の注調111量・ヒアリングの説明

一4 I 21 重喜歯的
4 アイデアを綴る① アイデアを出す 儲人でアイデアを持つ まずは幽入でアイヂィアを考える

一5 ヒアリング① 窃分の考えを伝える クラスごとのグJレープ司監担軽 8館1随

一 28 

E アイデアを錬る② アイデアを分析する 働人のアイデアを分綴し分析する HR 

7 

←一一 12 企薗を織る① グループ作り 同時め、引いプとしてのアイデアをまとめ吾 多騒音q 企部書の縫糸
8 

ー剛司
B 

A多-e国，<的ν 旧聞』ーーー 6 I 19 企図表織るo fE:回を織る グJt-ーブで企閣を車庫り.金麗容を作成する グ凡{プの織.
10 

同一
11 

ASF-繍B属，祉的tッ一 26 企画を練る③ 企E圏在絞る グJI.--ブで企画を豊富り‘金聞事態を作成する 企濁ブレゼンのl3::.点
12 

13 
Aa-績sB湿，祉約tソ一 2 揮車怒fe畿会 fE:砲を発表する グJIrーブの企量躍を，署捜し、企盟国のJIIlII慮を型車る 意見寄交島県する

14 

一16 
Aa-FB臨，<的ソ一 B 企砲を織る④ 企療を歯車る グJレーブで企磁を歯車仏企沼容を作成する .Jtをフィーt:パックし.金闘を織り目置す

1圃

同一 s 

17 
S'りE虜2.下m トー一 16 企週!I~ス;ーセッシヨン 企図をfeftする グループのfE:樹を命議し、金闘の閑僅癒を卿る 9署捜書置織と嶋〈舗に分かれ‘交代制で実施

18 

ト一一
111 とアリング③ クラスごとのグ凡{プ111鎗 8書官t磁

トーー 23 自己の活動をふりかえる
20 ふりかえり(豊富人) ふりかえりシートに飽入 科病

21 
1 を土禽人耳障跨 起業することの窓磁を学ぶ 好@なことで績を食うとは IJ鐙約 軍軍陣氏による歯車.. 

22 

23 ビジネスコンペ資料伶威 ビジネスコンペの資料を作成する ビジネスコンペの資料を作成する IJ臆鈎 会主tコンペl二応連事する

一 s 

24 AaJ属活動の脱関 起*活動の方建を知る 趨覇権活動についての隣舗を知る IJ麹約 庫事..-鎗益分餓..などの組問

一25 館書院騒動①
A量-品B目r的tソ一 9 I 15 起111;活動を行う fE:濁を道官置し、湾績討する

28 起園陸活動@

27 起禽減量量③
Aa・s8節r約tソ一 29 短調匝活動を行う 企画を進貸し、再敏討する

211 起費量活馳③ 食品取り後い企*のための蛾笥禽:腿温室

29 豊富寓活動⑧
A重-品s樋，約tソ

食S主取り録い企割置のための鉱圏直:2DHR

一 E 起集活動を行う 念濁を遺書置し、再帯血討する

30 忽Z量活融⑥ 法続局:観筒科.・.. 

一31 起療活動⑦
Ae-Bg，的tソ

組織a調車鎖行予備・骨量:ビジネス禽腺.

一 13 起怠活動を行う 企図をi111置し‘再検討する
32 起禽活路⑧ 組.a..f守本書.:ビジネスデザイン宣

一 10 

33 館書院活動⑨
A量-品a磁，的tソ

怒語障&礎自直行雌賞受付:ビジネスデザインE盤

一 20 起禽活動を行う !t:1IIを量iU首し.~耳組討する

-1 33摘4 ・
起織活動⑬

豊富議活動⑪
Aa-Fa箇，釣tソ27 起集活動を行う 金値をilaし、再織富せする

勉禽活路⑫

37 組織活動⑬
Aa-pB箇J的4ソ一 10 産量議活動を行う 企図をiI貸し、再畿討する

38 起寝活動⑬

一 11 

38 ヒアリング⑥ クラスごとのグJレープ面後 日傭1岡E

一 17 自己の活動をふりかえる

40 ふりかえり(鑓人】① ふりかえりシートに記入 HR 

43 事.報告書の説明 司匹療報告の方訟を知る ヨ臨調匝報告書の"方を学ぶ 多鼠釣 ..報告~暗示

一 日

A多・8留，<的ソ‘4 
..報告書の作成① ..報告書を作成する 機管司書を食とめる

一 12 

46 調匹狼申量告書の作成②
A多-a図，<的ソ一 16 事寝報告・を作成する 報告寄をまとめる

48 事禽報告書の作Jit③

47 活動鰻告会のE見積 活動報告舎の方E去を知る 買量勘申血管台の方正量を量Eる Aa-ss図，的tソ 活動報告曾の注意点

一 12 
A，-Fs盟，約fソ48 .&安.・① 申置借金の.1ーをする 線借金の皐'ーをする

回幽圃圃圃闘

49 線告禽a車偏②
A'-a目，<的ソ一 1 I 19 維官居合の，.舗をする 活動報告の..躍をする

60 鰻告会..備③
回同嗣剛司

61 
Aa-s Sg Fe44q ソ 4会漕I二分かれて実施|一一 26 活動報告会 活隊報告重量を行う 活動線告をfII畿する

62 

63 
A'-baa，d鈎tν 学んだことの磁鹿と今後o..トー一 2 振り返りとまとめ 後禽を.り返る 痩織を.り返る

64 

ー田圃 2 

55 ヒアリング⑤ クラスごとのグループ濁纏 8館1随

トーー 16 自己の活動をふりかえる

54 ふりかえり(.人〉② ふりかえりシートに包入 HR 
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j一t 名. I'~ ー…-No.1 a; ~I "T~7-íT 

Z手作り右iすん

2 ;:f"1ジナJレメモ健主宰JI!1理聖

3 銭坂限定のグッズを売る

4 お昼のおやつ11:さん

5 窓の中で軍事てるミニ鍍，.継絢

6 今M斬ある宇野銀菜し販か売ら追う色や惨などのff

7 

8 t誕坂想定のポロシャツ販売

量 t託坂限定のストラップ

10 小型車.&11

11 !O(坂口ゴ入りファイル

12 筑板手織の厳売

13 弁当賂入代行

14 デザイン伎のあるファイル

15 使入用り石療iのすん~ぷら泊を使用したJ、ーブ

16 2覧緩ロゴ入り盤湯量唱Eグッズ

17 S植察されるものを斬しくして安〈売る

18 a売sる匝処分される食ベ執を加工して安〈

19 沸かしたてのお過の!I.侠

20 筑liロゴ入り定期ケースの厳売

誇話開機窓fd盟探関瞥主舎翻閏2間2若草容協鑑偲器器羽Ef翠t恕a鰐ぬ京蹴盤控泊室ぽ経雌四盟協諸調註関除綴問就自蹴殺蹴と潟臨議校接問長E部E就舵電た!21 様売 な々デザインの敏終審カバンの販

22 販l:'t売li限定豊臣活動オリジナルグッズの

23 ~滋ロゴ入りクリアファイルの販売 銃M自g自分・E哩での，は学胞孝校の敏とでわのロか名ゴる前やもや鐘の校盆を掌縄ががに入入つっってけていらいれれるるばグのみヲはゐズ鎗なをし憧媛いョ宛.てしクαてリい岨アなフkいァaイ.っ‘ルたはは.勝緩そ停隼e，にat圭あaS2コE附ーZがK怠館量金、aらが鐘畠か隼aかE錐でらもaなE量作そめ、う販らなれ売のるしでた@安スで錨ク司でー懐喧ル売金パで量ヲ嘗グLるeLとaaaEλうしい.使プリ用ンしトてをい.るgがす‘るや際はなり

l4 飢!こ優しいボディ栂石餓 今やでS?す時.すいのゃ.と女tt;患手・い2資EEE生のすf方ま.謙に主も司に障笹に女しつ性いいを右てタ餓ーもを織ゲ作心ヲりトだと、と趨し思て.い、すモ容るデすこモ.とさチをらの考に凱え、で'てE・いSE4志のますな盆気.'mE分は・を‘i与z車aえ業もらア縫れパ掻たレ銚らルSなEも舷のあだでるな、ほつとどEら、Eいい.思まsいしaたをがし.奮aたEいEこ臨とと時Zが9E切いあ除疲り、ます'すE.S量そ.しなこやのです弘でい.は満4、S鍵鈴の唱a‘ンtのー.ズ立援績ンもがあを考り箇、蝋え. 

25 廃る案処分される食料を忽エして安〈売 世ン.ぜの2量ニ中的やにIこパ4はLンゴコ畠亘ン書なビ温ニどらかなすどら鎗出かaるらaた~危く，さELj績ん室をすの自廊.分嘉で納少がし検加て工らしれ、安ていい*値す段.でそ筑れ績はの食昼ベにれ拘るるのこにともをっ轡たえい自信怠しいたの.aでa.--h-lが孟防だ量めFa4E敏らパのン時量欄でiこ倫傘てんらだれfるさなパeン，のtaZEEJなのどよ.うこにれコr~ 

26 ヱコMYff

窓1E会f甥Z特闘殻H翠1=比州盤、1器2恕:法EP議Z官官偉悶雪、認Et管f怨支E壁?掛食品脚lニ近年開盟帥諸四尚四尚ー闘圃諸劃都間留四叫品開渇程部蜘ヤー
27 :aやハーブを狙えた鉢のE!Il!

筑ト』坂融緩の緩過去燭から見る量量軍事耳ポイン だ名筑け援唐な7のら叩過プば去1‘="勉本は強つはながっが省きる事り.人奮亭でっんもて守出や主家る哩気るで.が‘そ帯でし施なて主い主乎か.砲自らに分広持が纏ち思メ量哩EっA・担た問る・ザのフ.やでt:‘伶-少抱そし経こので・縛mそ震aのに，!ç遁勉~~去強j鈴聞すtr.のるのこなaとFか4が寸のi出+・』来E2tるh裏~，ポtさ土らイ品にン:Ciト・緩を自単掻由樟寓!この領銚量緩l=h容のtとロtめゴr.lてを~.... 廠い量殉れhするhこるJと.K単に績より級'審u覚Eのえ知る

29 集坂手帳ガイドブッヲ

30 l:'t績のロゴ入り靴下

31 不要事担の再~l悶

32 筑坂の体育着いれ簸突

33 安りくてカラフルなノート技..・校名入

34 ~板佐織の手帳

35 潟しかすを出さない消しゴム

36 銀の嶺阪書湾量定おみくじー限定6僧のお守り

37 貨匿獲事ーす処る分されるお弁溢を加工しやす〈

3a ス歯車リのー入ブっにた切消りし込ゴみム、のも販し売くは目安の

39 筑援桓内司の書学の校販売案内書・入院での萄後

40 Tシャツでヱコ1¥ック
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H21起護基礎・企業一覧(6/12混喪)
ゲルー7'No， グループの~趨 代理聖者iクラス No， メンハー 人数

l 給rm分葉で書作れのるj切販り絵売 @ C 29 
G 26 2 

'J'んフ No， グル・ブの企濁 代患者 ヲラス No. メンバー 人数
15 !筑譲ファイルの賑亮 @ A 6 

D 36 
2 高ノ性ー能ルトーのズ販リー売フ o c 37 

A 34 
8 9 

C 8 
D 3 O 5 
A 31 O 10 6 
D 27 16 ロゴ入りドキュメント o D 25 
c 16 フ ア' イ jレ A 40 
A 16 7 8 22 

3 車 事Lクッキー o D 11 C 25 
D 20 D 29 
8 4 。8 23 
D 13 C 33 
g 24 A 14 
A 30 D 14 s 
8 30 7 17 オリジナルカイロ 。C 17 

4 ルラどナスa賜sを賓作との @ c 30 
コif.ItIる A 13 

ケ 一 ス A 15 

A 26 

G 9 A 36 

C 31 c 15 5 

D 9 18 ハンドタオル o C 13 

D 19 8 A 24 

5 コ ロ ツ ケ@ A B 10 

A 5 8 11 
A 8 c 12 
A 4 C 28 

8 39 c 35 7 

日 E 19 パンの耳ラスク 。c 7 。7 A 2 

A 21 8 A 7 

6 ショルダーハック 。B 38 A 33 

C 36 c 11 5 

8 4Q 

8 35 4 
20 ハてーおブを茶蔀をから飲育むて 金 D 22 

c 18 
7 筑坂オリジナル石鍛 o A 20 8 5 

A 39 a 27 
8 1 D 4 5 

D 34 4 

8 オりジナJレステッカl 窃 D 12 

21 |募ケ金ーを目キ的飯とし亮た o c 22 
A 22 

A 38 c 10 
8 12 C 21 

8 29 c 34 
G 24 D 21 
p 8 8 D 32 

9 ECOティッシュケース 。p 17 A 28 

A 29 A 37 

D 31 8 37 

D 26 8 25 11 

G 19 22 ECO My おはし 。8 26 

p 39 D 6 

G 5 7 G 1 

10 ポ 一 チ@ A 17 D 

c 14 c 39 
8 8 D 38 

o .16 4 

11 最続犠盛の裏過ポ去イ問ントか間ら組Jl織る o 8 28 

A 3 

8 19 

D 40 8 

23 ヱコカイロの賑亮 窃 8 31 

A 32 A 23 

A 35 8 34 

B 20 5 C 32 

12 筑板デ タ販売 o A 9 B 36 

A 11 C 3 

A 27 

C 6 

C 23 

包 3 8 

C 20 24 文具いろいろ 。D 30 

B 13 8 { ロ ゴ 入 り ) C 4 

13 廷 C 0 ファイ J¥.. o 8 14 

D 15 

8 32 

D 37 4 

D 18 25 訪*グッズ 。g 2 

A 12 D z 
A 19 5 

14 i教科書カバン販売 o 8 21 

B 7 

D 33 

D 28 4 

26 筑桓オリジナル 。D 24 

8 16 ファイ Jレ A 18 

B 17 B 33 

8 18 D 23 

c 38 6 
a‘ 圃・.. 

D 35 

A 25 e 
21 ハイードブロカをル覆チっヤた

。A 10 

J、 ーー 8 15 

c z 
C 27 4 
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司
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。
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す
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受
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①
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②
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付
を
行
う
。

7.
荷

量
資

を
受

げ
る

(
ビ

ジ
ネ

ス
デ

ザ
イ

ン
室

〉
手

踊

①
収

支
報

告
・

を
受

け
取

り
説

明
を

受
け

る

②
磁

資
を

受
け

る



H21年度起集基礎起業活動の計臨(インフ島エンザ感染拡大防止のための学校、学年閉鎖後改訂)H21.10.20 

企置を遭曾し、 ，，~貧Eせする

企置を運営し、湾倹射する

ふりかえりシートに包入

企薗を運営し、 再績討する

級告会準備 活動報告の準備をする

報告会準備 活動報告の準備をする

活動帳告会 活動報告会を行う 活動鰻舎を発表する

撮り返りとまとめ 11り返りとまとめ

クラスごとのグバ戸プ軍機
自己の活動をふりかえる

ふりかえり(個人)②l ふりかえりシートに記入
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多目的
A-S，(ソ

多目的
A-BJ(ソ

多目的tソ
A-8， 

多沼約
A-8J~ソ

I~多-8目J的t、ノ

多ae9
A-B/<ソ

B鎗1隣

HR 
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